
■貸借対照表（税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
固 定 資 産 148億2,579万円 固 定 負 債 78億3,811万円
（有形固定資産） 148億2,504万円 企 業 債 78億3,811万円
土 地 3億3,706万円 流 動 負 債 7億4,629万円
建 物 5億53万円 企 業 債 4億8,812万円
構 築 物 134億2,935万円 営 業 未 払 金 7,486万円
機 械 及 び 装 置 4億3,847万円 営 業 外 未 払 金 3,110万円
車 輌 及 び 運 搬 具 1,005万円 そ の 他 未 払 金 1億1,384万円
工具器具及び備品 2,898万円 前 受 金 1,018万円
建 設 仮 勘 定 8,060万円 賞 与 引 当 金 等 870万円
（無形固定資産） 75万円 その他流動負債 1,949万円
電 話 施 設 利 用 権 42万円 繰 延 収 益 33億2,951万円
ソフトウェア使用権 33万円 長 期 前 受 金 33億2,951万円
流 動 資 産 14億6,616万円 資 本 金 14億2,594万円
現 金 預 金 10億6,893万円 資 本 金 14億2,594万円
営 業 未 収 金 2億5,889万円 剰 余 金 29億5,210万円
営 業 外 未 収 金 39万円 資 本 剰 余 金 6億3,485万円
そ の 他 未 収 金 8,775万円 利 益 剰 余 金 23億1,725万円
貸 倒 引 当 金 △ 744万円 負 債・ 資 本 合 計 162億9,195万円
貯 蔵 品 3,798万円
前 払 金 1,966万円
資 産 合 計 162億9,195万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,048（戸）

給 水 人 口 71,370（人）

年 間 有 収 水 量 9,427,753（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量         25,829（㎥）

一 般 用 有 収 水 量   8,030,633（㎥）

業 務 用 有 収 水 量   1,354,026（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量         27,449（㎥）

そ の 他 有 収 水 量         15,645（㎥）

収益費用

給水収益
11億6,838万円

その他　3,014万円
支払利息

２億1,425万円

減価償却費
５億7,242万円

受託工事収益
　4,835万円
加入金収益
　1,624万円

その他　1億5,674万円純利益　864万円

総係費
1億1,817万円

原水及び浄水費　2億503万円
配水及び給水費　1億9,196万円
受託工事費　4,910万円

費用
13億8,107

万円

収益
13億8,971
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平成26年度

水道事業
業務の概況

平成26年度決算は地方公営企業会計制度改正後初の決算となるため、昨年度と比べて
以下の点が大きく変更されました。
・企業債を固定負債及び流動負債に計上
・固定資産のみなし償却制度廃止により、一部の資本剰余金を繰延収益（長期前受金）

に計上
・固定資産のみなし償却制度廃止により、利益剰余金が発生
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